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   開     議 

 

 

○五十嵐智洋委員長 おはようございます。 

 これから予算特別委員会を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告委員はございません。

よって、ただいまの出席委員は定足数に達して

おります。 

 なお、宇津木正紀委員から資料の配付につい

て申し出があり、会議規則第150条の規定によ

り許可いたしましたので、ご報告いたします。 

 それでは、去る２月28日の本会議において予

算特別委員会に付託になりました各会計予算案

のうち、議案第２号 平成30年度長井市一般会

計予算から議案第12号 平成30年度長井市水道

事業会計予算までの平成30年度各会計予算議案

11件について審査を行います。 

 審査日程につきましては、既に配付されてお

ります会議日程表のとおりでありますので、ご

協力をお願いいたします。 

 審査につきましては、初めに、各会計予算の

概要説明を受け、その後、総括質疑及び細部審

査を行う予定でありますので、あらかじめご了

承をお願いいたします。 

 それでは、これから各会計予算の概要の説明

を求めます。 

 

 

 議案第２号 平成３０年度長井市一 

 般会計予算 

 

 

○五十嵐智洋委員長 まず、議案第２号 平成30

年度長井市一般会計予算の１件について。 

 松木 満財政課長。 

○松木 満財政課長 おはようございます。それ

では、私のほうから議案第２号 平成30年度長

井市一般会計予算の概要についてご説明を申し

上げます。 

 予算書の１ページをお開きください。第１条

の歳入歳出予算につきましては、予算の総額を

歳入歳出それぞれ145億7,200万円と定めるもの

でございます。 

 第２条の債務負担行為から第５条の歳出予算

の流用までにつきましては、それぞれの条文及

び表のとおり定めるものでございます。 

 以下、事項別明細によりご説明をいたします

ので、11ページをお開きください。 

 歳入でございます。１款１項市民税は、１目

個人分で11億654万3,000円、２目法人分で２億

6,924万9,000円を見込み、次ページになります

が、１項合計で前年度対比3,012万円増の13億

7,579万2,000円を計上いたしました。２項固定

資産税につきましては、１目固定資産税で12億

7,995万4,000円を計上し、２目国有資産等所在

市町村交付金を合わせて２項合計で対前年度比

4,338万円減の14億522万9,000円を計上してお

ります。次ページになりますが、３項軽自動車

税につきましては前年度対比64万1,000円減の

8,481万9,000円を計上し、14ページになります

が、４項市たばこ税は701万3,000円減の１億

8,816万4,000円を計上し、５項入湯税では１万

1,000円減の202万4,000円を計上し、次ページ

になりますが、６項都市計画税は362万9,000円

減の１億3,017万2,000円を計上いたしました。 

 ２款１項自動車重量譲与税は前年度対比

1,500万円増の１億2,300万円を、次ページにな

りますが、２項地方揮発油譲与税は500万円減

の4,500万1,000円を、３款１項利子割交付金に

つきましては前年度同額の400万円を、４款１

項配当割交付金は500万円減の500万円を計上い

たしました。５款１項株式等譲渡所得割交付金

は前年度同額の100万円をそれぞれ計上してお

ります。 
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 次ページになりますが、６款１項地方消費税

交付金は前年度対比4,800万円増の５億3,200万

円を、７款１項自動車取得税交付金は1,300万

円増の4,300万円を、８款１項地方特例交付金

は510万円増の1,500万円を計上いたしました。

９款１項地方交付税につきましては、前年度対

比9,000万円減の40億6,000万円を計上し、次ペ

ージになりますが、10款１項交通安全対策特別

交付金は、前年度同額の450万円を計上してお

ります。 

 11款分担金及び負担金になりますが、１項負

担金は、２目民生費負担金に１億2,321万1,000

円を計上するなど、１項合計で前年度対比554

万円増の１億2,536万5,000円を計上し、次ペー

ジになりますが、12款１項使用料では、６目土

木使用料で5,267万9,000円などを計上し、次ペ

ージになりますが、１項合計で前年度対比792

万3,000円減の１億2,322万1,000円を計上して

おります。２項手数料では、２目民生手数料に

2,136万1,000円などで、次ページになりますが、

２項合計で前年度対比151万7,000円減の3,848

万6,000円を計上しております。 

 13款国庫支出金になりますが、１項国庫負担

金は民生費国庫負担金で、前年度対比490万

2,000円減の11億839万6,000円を計上いたしま

した。次ページになりますが、２項国庫補助金

では、１目総務費国庫補助金に7,996万円など

で、24ページになりますが、２項合計で前年度

対比１億1,594万1,000円増の４億1,421万円を

計上し、３項合計で前年度対比82万円減の

1,020万9,000円を計上いたしました。 

 14款県支出金になりますが、１項県負担金で

は２目民生費県負担金がほとんどでございまし

て、25ページになりますが、合計で前年度対比

328万1,000円増の４億6,777万4,000円を計上し、

２項県補助金では、次ページになりますが、２

目民生費県補助金に１億3,106万9,000円を計上

し、さらに、次ページになりますが、４目農林

水産業費県補助金に１億9,420万4,000円などで、

29ページになりますが、２項合計で前年度対比

3,612万円減の３億8,490万2,000円の計上とい

たしました。３項委託金につきましては、１目

総務費委託金で5,122万円などで、32ページに

なりますが、３項合計で前年度対比568万7,000

円増の5,797万5,000円を計上いたしました。 

 次ページ、15款財産収入になりますが、１項

財産運用収入は、前年度対比65万2,000円減の

2,318万4,000円を見込んでおります。２項財産

売払収入では、前年度対比129万5,000円増の

574万円を計上しております。16款１項寄附金

になりますが、１目総務費寄附金のみで、長井

市ふるさと応援寄附金で前年度対比2,000万円

増の４億2,000万円を見込んでおります。 

 次ページになりますが、17款１項特別会計繰

入金では、１目国民健康保険特別会計繰入金で

3,223万円などで、１項合計で前年度対比2,792

万3,000円増の5,468万2,000円を計上し、２項

基金繰入金では、２目公共施設整備基金繰入金

に１億9,500万円を、４目ふるさと応援基金繰

入金に４億8,087万1,000円を、８目財政調整基

金繰入金に４億8,500万円などで、２項合計で

前年度対比144万9,000円増の12億5,220万1,000

円を計上いたしました。 

 次ページをごらんいただきたいと思います。

18款１項繰越金につきましては、存目の計上に

なります。19款諸収入になりますが、１項延滞

金、加算金及び過料では、１目延滞金で前年度

同額の500万円を、２項市預金利子では前年度

同額の20万円を計上いたしました。３項貸付金

元利収入では、前年度対比2,000万円減の4,000

万円を計上し、次ページになりますが、４項雑

入では、保健事業個人負担金に1,260万4,000円、

障がい児通所給付費に1,141万3,000円などで、

次ページになりますが、４項合計で前年度対比

１億592万8,000円減の8,685万3,000円を計上い

たしました。 
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 20款１項市債では、次ページになりますが、

５目教育債に６億1,000万円を、６目臨時財政

対策債に４億2,200万円などを計上し、１項合

計で前年度対比８億8,720万円増の19億3,490万

円を計上いたしました。 

 続きまして、39ページをごらんください。歳

出についてご説明をいたします。 

 １款１項議会費は、前年度対比148万9,000円

増の１億8,077万9,000円を計上し、次ページに

なりますが、２款総務費、１項総務管理費では、

１目一般管理費では職員人件費などで８億

8,221万7,000円を計上し、ページが飛びますが、

46ページをごらんいただきたいと思います。４

目財産管理費で１億5,767万2,000円を、６目企

画費では、50ページになりますが、ふるさと納

税事業６億6,702万1,000円などで９億4,524万

1,000円などを計上し、ページをめくっていた

だき62ページになりますが、１項総務管理費合

計で前年度対比２億1,516万4,000円増の21億

5,212万9,000円を計上いたしております。 

 次ページになりますが、２項徴税費では、１

目税務総務費で１億2,892万8,000円を計上する

などし、次ページになりますが、２項合計で前

年度対比309万円増の１億5,645万6,000円を計

上し、次ページになりますが、３項では、１目

戸籍住民基本台帳費に前年度対比1,303万4,000

円増の１億95万6,000円を計上し、４項選挙費

では、69ページになりますが、前年度対比

1,994万3,000円増の4,044万9,000円を計上いた

しました。５項統計調査費が71ページになりま

すが、前年度対比227万7,000円増の1,155万円

を計上し、次ページになりますが、６項監査委

員費では前年度対比913万9,000円減の1,117万

7,000円を計上いたしました。 

 ３款民生費、１項社会福祉費では、１目社会

福祉総務費で国民健康保険事業に１億4,284万

5,000円などで２億5,456万8,000円を計上し、

２目障がい者福祉費では、75ページになります

が、自立支援給付事業に４億7,043万9,000円な

どで５億8,097万6,000円を計上し、76ページに

なりますが、３目老人福祉費では、介護保険特

別会計繰出金に４億3,479万6,000円などで10億

7,604万2,000円を計上いたしました。ページを

おめくりいただき、80ページをお開きいただき

たいと思います。６目の医療給付費では、重度

心身障がい（児）者医療給付事業に5,749万

6,000円や子育て支援医療給付事業に１億89万

7,000円などで１億8,469万9,000円を計上する

などし、82ページになりますが、１項合計で前

年度対比2,277万7,000円減の21億5,045万3,000

円の計上となりました。 

 ２項児童福祉費では、１目児童福祉総務費で

は、児童扶養手当支給事業に１億1,121万9,000

円や子どものための教育・保育給付事業に７億

3,062万円などを計上し、１目合計で９億8,191

万4,000円を計上いたしました。次に、86ペー

ジになりますが、２目児童手当費は、３億

9,584万4,000円を計上し、次ページになります

が、３目児童センター費では、児童センター指

定管理料を含む児童センター管理運営事業に１

億9,087万5,000円などで２億8,646万3,000円を

計上するなどし、89ページになりますが、２項

合計で前年度対比297万4,000円増の16億7,978

万4,000円を計上いたしました。 

 続いて、90ページをごらんいただきたいと思

います。３項生活保護費ですが、次ページのと

おり、２目合計で前年度対比31万4,000円減の

３億5,916万3,000円を計上いたしました。 

 次に、４款衛生費ですが、１項保健衛生費で

は、１目保健衛生総務費に１億6,853万4,000円

を計上し、93ページになりますが、２目予防費

に6,249万4,000円を、95ページをごらんいただ

きたいと思いますが、５目保健事業費で9,045

万6,000円を計上するなどし、99ページになり

ますが、１項合計で前年度対比6,445万8,000円

減の３億6,474万2,000円を計上いたしました。
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２項清掃費では、２目衛生処理費で一般廃棄物

等収集運搬等事業に8,487万9,000円や、100ペ

ージになりますが、置賜広域行政事務組合分担

金に１億2,384万1,000円を計上するなどし、２

項合計で前年度対比2,733万円増の２億3,289万

7,000円を計上いたしました。次ページの３項

１目病院費では、置賜広域病院企業団負担金で

前年度対比3,433万円減の３億889万4,000円を

計上いたしました。 

 ５款労働費ですが、１項労働諸費では、勤労

者生活支援事業に4,000万円などで前年度対比

2,000万円減の4,586万円を計上いたしました。 

 続きまして、次ページ、６款農林水産業費に

なりますが、１項農業費では、１目農業委員会

費で1,417万6,000円を計上し、次ページ、２目

農業総務費では農業集落排水事業特別会計繰出

金に9,925万6,000円などで２億7,669万9,000円

を計上し、飛んで110ページをお開きいただき

たいと思いますが、６目農地費では多面的機能

支払交付金事業に１億3,674万7,000円などで１

億8,102万1,000円を計上するなどし、113ペー

ジになりますが、１項合計で前年度対比1,666

万8,000円減の６億1,388万6,000円を計上いた

しました。２項林業費では、116ページになり

ますが、前年度対比32万1,000円減の2,996万

1,000円を計上いたしました。 

 次に、７款１項商工費ですが、２目商工振興

費では、地場産業振興センター支援事業に

7,888万円などで１億3,114万円を計上し、118

ページになりますが、３目観光費では、公園等

維持管理業務に5,308万7,000円などで１億

3,285万8,000円を計上し、122ページになりま

すが、４目企業振興費では、企業立地促進事業

に2,382万1,000円などで5,169万6,000円を計上

するなどし、124ページになりますが、１項合

計で前年度対比2,688万9,000円減の４億5,453

万1,000円を計上いたしました。 

 次に、８款土木費でございます。２項道路橋

りょう費では、125ページになりますが、２目

道路橋りょう維持費で橋梁長寿命化修繕事業に

１億364万1,000円や道路除雪事業に２億5,247

万5,000円などを計上し、２目合計で４億9,055

万5,000円を計上いたしました。128ページをお

開きいただきたいと思いますが、３目道路新設

改良費では、地方道路整備事業に１億2,711万

4,000円や、社会資本整備総合交付金事業に１

億5,735万5,000円などを計上し、３目合計で３

億1,710万円を計上しております。129ページを

ごらんいただきたいと思いますが、２項合計で、

前年度対比4,399万6,000円減の８億2,944万

9,000円を計上いたしております。 

 ３項河川費では、131ページになりますが、

２目、２つの目の合計で、前年度対比502万

3,000円増の4,211万9,000円を計上いたしまし

た。 

 ４項都市計画費では、１目都市計画総務費で

人件費などで4,277万9,000円を計上し、133ペ

ージになりますが、２目公共下水道費では、公

共下水道事業特別会計繰出金で前年度対比

6,709万5,000円減の５億7,320万9,000円を計上

し、３目公園費では、河川緑地整備事業に

4,052万3,000円などで6,590万3,000円を計上す

るなどし、134ページになりますが、４項合計

で前年度対比5,813万8,000円減の７億540万

7,000円を計上いたしております。 

 続いて、135ページをお開きいただきたいと

思いますが、５項住宅費では、１目住宅管理費

で公営住宅等ストック総合改善事業に8,049万

円などで１億387万6,000円を計上し、２目住宅

振興費では、住宅新築・増改築補助事業や長井

市住宅リフォーム補助事業、定住促進補助事業

などで6,808万1,000円を計上し、137ページに

なりますが、５項合計で前年度対比2,626万

4,000円増の１億7,195万7,000円を計上いたし

ました。 

 次に、消防費でございます。１項１目常備消
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防費で、西置賜行政組合分担金に５億191万

9,000円を計上し、２目非常備消防費では4,324

万2,000円を計上し、次ページになりますが、

３目消防施設費では消防施設整備事業などで

7,424万8,000円を計上いたしております。次ペ

ージ、４目防災費では、防災ラジオ屋外拡声装

置整備事業に３億4,397万1,000円などを計上し、

141ページになりますが、１項合計では前年度

対比２億8,109万9,000円増の９億8,441万9,000

円を計上いたしております。 

 続いて、142ページをお開きください。10款

教育費になります。１項教育総務費の２目事務

局費で、外国語指導助手派遣事業に3,594万円

などで１億5,167万7,000円を計上し、146ペー

ジになりますが、１項合計で前年度対比963万

8,000円増の１億6,761万6,000円を計上いたし

ました。 

 ２項小学校費では、１目学校管理費で学校施

設管理事業に１億875万6,000円、長井小学校管

理棟建設事業に１億9,026万9,000円などで４億

2,013万2,000円を計上し、149ページになりま

すが、２目教育振興費では3,416万円を計上し、

次ページになりますが、２項合計で前年度対比

２億834万8,000円増の４億5,429万2,000円を計

上いたしました。 

 ３項中学校費では、１目学校管理費で学校施

設管理事業に7,617万4,000円などで１億6,694

万9,000円を計上し、153ページになりますが、

２目教育振興費では3,351万4,000円を計上し、

155ページになりますが、３項合計で前年度対

比5,249万7,000円増の２億46万3,000円を計上

いたしました。 

 ４項社会教育費では、157ページになります

が、３目公民館費で6,313万6,000円を計上し、

次ページ、５目芸術文化費で5,604万5,000円を

計上し、飛んで165ページになりますが、９目

で歴史的建造物利活用推進費では長井小学校の

第一校舎利活用事業に４億5,679万円を計上す

るなどし、４項合計で前年度対比３億7,145万

円増の７億8,934万円を計上いたしました。 

 次ページ、166ページになりますが、５項保

健体育費では、１目保健体育総務費で5,573万

円を計上し、170ページになりますが、３目学

校給食費で１億539万9,000円を計上するなどし、

171ページになりますが、５項合計で前年度対

比１億4,941万7,000円減の１億9,124万9,000円

を計上いたしました。 

 次ページになりますが、11款１項１目農地農

業用施設災害復旧費は、存目の計上でございま

す。 

 12款１項公債費では、１目元金で長期債償還

元金に前年度対比6,040万9,000円増の９億

9,847万3,000円を計上し、２目利子では前年度

対比655万7,000円減の１億123万5,000円を計上

して、１項合計で前年度対比5,385万2,000円増

の10億9,970万8,000円を計上いたしました。 

 13款１項予備費では、前年度と同額の2,000

万円を計上いたしております。 

 以上が平成30年度一般会計予算の概要でござ

います。よろしくご審査を賜りますよう、お願

いを申し上げます。 

 

 

 議案第３号 平成３０年度長井市国 

 民健康保険特別会計予算 

 議案第１０号 平成３０年度長井市 

 後期高齢者医療特別会計予算 

 

 

○五十嵐智洋委員長 次に、議案第３号 平成30

年度長井市国民健康保険特別会計予算及び議案

第10号 平成30年度長井市後期高齢者医療特別

会計予算の２件について。 

 佐藤 隆市民課長。 

○佐藤 隆市民課長 おはようございます。それ

では、議案第３号 平成30年度長井市国民健康
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保険特別会計予算の概要についてご説明申し上

げます。 

 予算書の191ページをお開きください。第１

条は、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

前年度対比５億2,111万9,000円、18％減の23億

7,822万6,000円と定めるものでございます。平

成30年度の国民健康保険制度の改正により、後

期高齢者支援金、前期高齢者支援金や介護納付

金等の支払いが山形県で一括して行うこととさ

れたことなどにより、大幅な減となりました。 

 第２条は、債務負担行為について、第２表、

債務負担行為により定めるものでございます。 

 第３条は、各項間の経費の流用について条文

のとおり定めるものでございます。 

 以下、事項別明細書によりご説明申し上げま

すので、195ページをお開きください。平成30

年度の国民健康保険制度改正によりまして、歳

入の一部負担金、療養給付費交付金、前期高齢

者交付金、共同事業交付金の各款は削除されま

した。 

 196ページをお開きください。歳出では、同

様に、後期高齢者支援金等、前期高齢者支援金

等、老人保健拠出金、介護納付金の各款は削除

されました。 

 それでは、初めに歳入についてご説明申し上

げます。197ページをごらんください。１款１

項国民健康保険税は、１目一般被保険者国民健

康保険税で５億1,919万1,000円、２目退職被保

険者等国民健康保険税で568万4,000円を計上し、

198ページになりますが、合計で前年度対比

2,810万8,000円減の５億2,487万5,000円を計上

しております。減少の原因は、税率改正及び被

保険者数の減少によるものでございます。収納

率は、一般被保険者の医療給付費分現年課税分

で98.34％、退職被保険者等の医療給付費分現

年課税分で99.34％などと見込んでおります。 

 ２款１項手数料は、前年度同額の50万1,000

円を計上しております。 

 ３款１項国庫補助金、１目災害臨時特例補助

金は存目計上でございます。国民健康保険制度

改正によりまして、財政調整交付金、制度関係

業務準備事業補助金は削除されました。 

 199ページをごらんください。３款国庫支出

金の国庫負担金は、同様に国民健康保険制度改

正によりまして、療養給付費等負担金、高額医

療費共同事業負担金、特定健診等負担金が削除

されました。 

 ４款１項県補助金は、１目保険給付費等交付

金は新設でございまして、長井市国民健康保険

が支払う保険給付費等について交付されるもの

でございまして、17億275万7,000円を計上して

おります。財政調整交付金は国民健康保険制度

改正により、削除されました。 

 200ページをお開きください。２項財政安定

化基金交付金は新設ですが、存目計上です。県

負担金の高額医療費共同事業負担金、特定健康

診査等負担金は、国民健康保険制度改正により

削除されました。 

 ５款１項財産運用収入は、財政調整基金の利

子収入などで12万5,000円を計上しております。 

 ６款１項一般会計繰入金は、財政安定化事業、

出産育児一時金、一般被保険者に係る国保税軽

減額などに対する市の負担分として一般会計か

ら繰り入れられるもので、前年度対比155万

9,000円増の１億4,265万8,000円を計上してお

ります。201ページをごらんください。２項基

金繰入金は、歳出予算額に対する財源不足を補

填するため、財政調整基金から所要額を繰り入

れるものでございますが、存目計上として前年

度対費1,863万9,000円の減となります。 

 ７款１項繰越金は、存目計上でございます。 

 202ページをお開きください。８款１項延滞

金は、前年度同額の330万円を計上しておりま

す。２項雑入につきましては、前年とほぼ同額

の400万6,000円を計上し、預金利子は削除とな

りました。 
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 次に、歳出についてご説明いたします。 

 205ページをお開きください。１款１項１目

一般管理費は国民健康保険関係の事務に要する

経常的な経費で、1,422万7,000円を計上してお

ります。２目国民健康保険団体連合会負担金は、

国民健康保険団体連合会への負担金でございま

して、179万9,000円を計上しております。 

 206ページをお開きください。２項徴税費は

国民健康保険税の賦課徴収に要する経費で、前

年度対比10万9,000円増の215万1,000円を計上

しております。３項運営協議会費は国民健康保

険運営協議会に係る経費で、17万8,000円を計

上しております。207ページをごらんください。

趣旨普及費は国民健康保険制度により削除され

ました。 

 ２款保険給付費は、保険給付等に要する経費

を推計し、各費目に計上したものでございまし

て、１項療養諸費は前年度対比700万円減の14

億7,580万円、208ページをお開きください、２

項高額療養費では前年度対比505万円増の２億

317万円、209ページをごらんください、３項移

送費は前年度同額の12万円、４項出産育児諸費

では前年度対比224万5,000円減の900万5,000円、

５項葬祭諸費は前年度同額の225万円をそれぞ

れ計上しております。 

 210ページをごらんください。３款国民健康

保険事業費納付金は新設でございまして、長井

市が山形県に納付する納付金でございます。１

項医療給付費分につきましては４億2,528万

5,000円、２項後期高齢者支援金等分は１億

4,624万8,000円、３項介護納付金分は5,041万

9,000円を計上しております。 

 211ページをごらんください。４款１項共同

事業拠出金は存目計上でございます。高額医療

費共同事業拠出金及び保険財政共同安定化事業

拠出金は削除となりました。 

 ５款１項財政安定化基金拠出金は新設で、災

害等により県の財政安定化基金から交付を受け

たときの返還金ですが、存目計上でございます。 

 212ページをお開きください。６款１項特定

健康診査等事業費は、国保被保険者の特定健康

診査等に要する事業費相当額を一般会計に繰り

出すもので、前年度対比847万円増の2,198万

6,000円を計上しております。６款２項保健事

業費は、若年者健診や独自健診などに係る事業

費で、前年度対比68万1,000円増の1,638万

2,000円を計上しております。 

 213ページをごらんください。７款１項基金

積立金は存目計上でございます。 

 ８款１項財政安定化基金償還金は新設で、県

の財政安定化基金から貸し付けを受けたときの

償還金でございますが、存目計上でございます。 

 214ページをお開きください。９款１項還付

金及び還付加算金は保険税の還付金などで、前

年度同額の450万1,000円を計上しております。

９款２項貸付金は50万円、３項指定公費給付金

は20万円、10款１項予備費は400万円をそれぞ

れ計上しております。 

 以上が平成30年度長井市国民健康保険特別会

計予算の概要でございます。 

 続きまして、議案第10号 平成30年度長井市

後期高齢者医療特別会計予算の概要について、

ご説明申し上げます。 

 329ページをお開きください。第１条は、予

算の総額を歳入歳出それぞれ前年度対比834万

3,000円、2.6％増の３億3,538万1,000円と定め

るものでございます。 

 第２条は、債務負担行為について、第２表債

務負担行為により定めるものでございます。 

 以下、事項別明細書によりご説明申し上げま

すので、334ページをお開きください。 

 初めに、歳入についてご説明申し上げます。

１款１項後期高齢者医療保険料は、前年度対比

899万2,000円増の２億2,101万円を計上してご

ざいます。 

 ２款１項手数料は、前年度同額の５万1,000



 

―３２６― 

円でございます。 

 ３款１項国庫補助金は、電算システム改修に

要する補助金で、43万8,000円を計上しており

ます。 

 335ページをごらんください。４款１項一般

会計繰入金は保険料軽減相当分で、前年度対比

108万7,000円減の１億1,350万8,000円を計上し

てございます。 

 ５款１項繰越金は存目計上です。 

 ６款諸収入は、いずれの項も前年度と同額で

す。 

 次に、歳出についてご説明申し上げます。 

 337ページをごらんください。１款１項総務

管理費は後期高齢者医療に関する事務に要する

経常的な経費で、前年度対比42万1,000円増の

91万2,000円でございます。１款２項徴収費は

後期高齢者医療保険料の賦課徴収に要する経費

で、前年度対比５万8,000円減の475万7,000円

を計上してございます。 

 338ページをお開きください。２款１項後期

高齢者医療広域連合納付金は、保険料等負担金

と保険基盤安定制度分、事務費負担金分で、前

年度対比798万円増の３億2,940万2,000円を計

上してございます。 

 ３款１項償還金及び還付加算金は、前年度同

額の31万円を計上してございます。 

 以上が平成30年度長井市後期高齢者医療特別

会計予算の概要でございます。よろしくご審査

賜りますようによろしくお願いいたします。 

 

 

 議案第４号 平成３０年度長井市公 

 共下水道事業特別会計予算 

 議案第６号 平成３０年度長井市農 

 業集落排水事業特別会計予算 

 議案第９号 平成３０年度長井市浄 

 化槽事業特別会計予算 

 

 

○五十嵐智洋委員長 次に、議案第４号 平成30

年度長井市公共下水道事業特別会計予算及び議

案第６号 平成30年度長井市農業集落排水事業

特別会計予算並びに議案第９号 平成30年度長

井市浄化槽事業特別会計予算案の３件について。 

 鈴木嗣郎上下水道課長。 

○鈴木嗣郎上下水道課長 それでは、議案第４号 

平成30年度長井市公共下水道事業特別会計予算

につきましてご説明を申し上げます。 

 219ページをお開き願います。第１条の歳入

歳出予算につきましては、予算の総額を歳入歳

出それぞれ13億1,593万4,000円と定めるもので

ございます。 

 第２条、債務負担行為から第４条、一時借入

金までにつきましては、それぞれの条文及び表

のとおり定めるものでございます。 

 事項別の明細についてご説明申し上げますの

で、224ページをお開き願いたいと思います。 

 まず、歳入の１款１項負担金につきましては、

１目下水道受益者負担金の減収を見込みまして、

前年度対比89万5,000円減の385万5,000円を計

上いたしました。 

 ２款１項使用料及び手数料では、１目使用料

の現年度分につきまして、予算編成時における

調定、収納等の状況から増加を見込み、項の合

計を前年度対比453万7,000円増の３億332万

2,000円といたしました。 

 ３款１項国庫補助金につきましては、管理セ

ンター長寿命化耐震化対策事業及び未普及対策

事業で、２億1,589万6,000円、前年度対比413

万1,000円の増で計上してございます。 

 225ページに移りますが、４款１項一般会計

繰入金は、前年度対比6,709万5,000円減の５億

7,320万9,000円となりました。 

 ５款１項繰越金は前年度と同額の50万円、６

款諸収入は、１項１目の延滞金が前年度と同額

で、２項と226ページの３項は存目計上でござ
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います。 

 ７款１項市債につきましては、管理センター

の長寿命化、耐震化対策事業及び未普及対策事

業、公営企業会計移行事務支援事業に係る下水

道事業債を前年度対比3,470万円増の２億1,910

万円といたしました。 

 次に、227ページ、歳出についてご説明申し

上げます。 

 １款１項１目公共下水道総務費は、主に人件

費や委託料、負担金でございますが、人件費と

負担金で増加し、消費税では減少が見込まれ、

前年度対比457万7,000円増の5,935万4,000円と

いたしました。228ページへお進みください。

２目公共下水道事業費につきましては、主なも

のは管理センターの工事委託料でございまして、

合わせると２億7,682万円となります。未普及

対策等の工事費が１億4,200万円などがござい

まして、前年度対比3,308万8,000円増の４億

7,300万円を計上いたしました。３目管渠管理

費では、管路、マンホール等の維持管理に要す

る経費のほか、今年度水路のしゅんせつを行う

予定としておりまして、前年度対比375万2,000

円増の2,074万6,000円といたしました。４目管

理センター費は8,877万2,000円で、前年度対比

123万4,000円の増加でございます。主なものは、

脱水ケーキの処分委託料、230ページになりま

すが、運転・保守点検業務委託料などでござい

ます。 

 以上、１款１項公共下水道事業費の合計は前

年度対比4,265万1,000円増の６億4,187万2,000

円でございます。 

 ２款１項公債費につきましては、１目元金に

５億6,763万2,000円、２目利子に１億643万円、

合わせて６億7,406万2,000円を計上いたしまし

た。前年度から6,771万2,000円の減少でござい

ます。 

 以上、議案第４号 平成30年度長井市公共下

水道事業特別会計予算についてご説明いたしま

した。 

 続いて、議案第６号 平成30年度長井市農業

集落排水事業特別会計予算について、ご説明申

し上げます。 

 247ページをお開き願います。第１条、歳入

歳出予算につきましては、予算の総額を歳入歳

出それぞれ１億5,277万1,000円と定めるもので

ございます。 

 第２条、債務負担行為から第４条、一時借入

金までにつきましては、それぞれ条文及び表の

とおり定めるものでございます。 

 事項別明細書によりご説明申し上げますので、

252ページへお進みください。 

 歳入の１款１項分担金につきましては、前年

度と同額の51万1,000円を見込み、２款１項使

用料及び手数料につきましては、１目施設使用

料で予算編成時における調定、収納等の状況か

ら増加を見込みまして、前年度対比230万円増

の5,040万1,000円といたしました。 

 ３款１項一般会計繰入金は、前年度対比

1,346万4,000円減の9,925万6,000円となりまし

た。 

 253ページの４款１項繰越金は、前年度同額

の50万円、５款諸収入は、各項とも存目の計上

でございます。 

 254ページをお開きください。６款１項市債

には、企業会計移行事務支援事業に充てる下水

道事業債210万円を計上いたしました。国庫補

助金、県補助金につきましては、今泉の機能強

化事業が今年度単独事業のみとなりましたので、

皆減となってございます。 

 次に、255ページの歳出でございますが、１

款１項１目農業集落排水事業総務費につきまし

ては1,231万1,000円で、人件費のほか委託料、

消費税等を計上いたしております。前年度から

315万円減少してございます。256ページの２目

今泉排水施設運営費には、処理施設の運転、維

持管理に係る光熱水費、修繕料、委託料などを
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計上しております。機能強化関連の事業費が減

少したことから、前年度対比1,644万3,000円減

の2,490万3,000円といたしました。主なものは、

基本運転点検業務委託料、機能強化対策事業調

査計画策定業務委託料でございます。 

 ３目大久保排水施設運営費につきましても２

目と同様の経費でございまして、前年度対比14

万8,000円増の1,037万4,000円といたしました。 

 257ページになりますが、１款１項農業集落

排水事業費の合計は、前年度対比1,944万5,000

円減の4,758万8,000円でございます。 

 ２款１項公債費では、１目元金に8,819万

1,000円、２目利子に1,699万2,000円、合わせ

て１億518万3,000円を計上いたしました。前年

度から221万9,000円減少しております。 

 以上、議案第６号 平成30年度長井市農業集

落排水事業特別会計予算について、ご説明いた

しました。 

 次に、議案第９号 平成30年度長井市浄化槽

事業特別会計予算について、ご説明申し上げま

す。 

 311ページをお開きください。第１条、歳入

歳出予算につきましては、予算の総額を歳入歳

出それぞれ１億6,115万7,000円と定めるもので

ございます。 

 第２条、債務負担行為から第４条、一時借入

金までにつきましては、それぞれ条文及び表の

とおり定めるものでございます。 

 事項別明細書によりご説明申し上げます。 

 316ページへお進みください。歳入でござい

ますが、１款１項分担金につきましては、前年

度と同額の1,178万円を見込みました。 

 ２款１項使用料及び手数料は、１目浄化槽使

用料で増加を見込み、前年度対比172万1,000円

増の4,445万8,000円といたしました。 

 ３款１項国庫補助金と、317ページになりま

すが、４款１項県補助金につきましては、国費

が3,159万円、県費が344万円、いずれも前年度

と同額を計上しております。 

 ５款１項一般会計繰入金は、前年度対比129

万3,000円減の1,862万2,000円といたしました。 

 ６款１項１目繰越金は前年度同額の50万円を

見込んでおります。 

 ７款諸収入につきましては、318ページにか

かりますが、１項、２項が存目計上で、３項雑

入は消費税の還付金46万5,000円を見込んでお

ります。 

 ８款１項市債には、浄化槽整備などに係る下

水道事業債を前年度対比630万円増の5,030万円

を計上いたしております。 

 次に、319ページ、歳出でございますが、１

款１項１目浄化槽事業総務費には、浄化槽の維

持管理に係る経費を計上しておりますが、設置

基数が増加しておりますので、消耗品費、修繕

料、手数料、委託料などで増加が見込まれます。

前年度対比324万9,000円増の5,182万4,000円を

計上いたしました。主なものは、浄化槽の保守

点検清掃委託料などでございます。２目浄化槽

事業費につきましては、前年度対比210万5,000

円増の9,353万3,000円を計上いたしました。人

件費で減少し、320ページになりますが、工事

請負費で増加を見込んでおります。主なものは、

浄化槽の設置工事費でございます。 

 以上、１款１項浄化槽事業費の合計は、前年

度対比535万4,000円増の１億4,535万7,000円で

ございます。 

 ２款１項公債費につきましては、１目元金に

989万1,000円、２目利子に590万9,000円、合わ

せて1,580万円を計上いたしました。前年度か

ら91万円増加してございます。 

 以上、議案第９号 平成30年度長井市浄化槽

事業特別会計予算につきましてご説明いたしま

した。議案第４号 平成30年度長井市公共下水

道事業特別会計予算、議案第６号 平成30年度

長井市農業集落排水事業特別会計予算とあわせ、

ご審査賜りますようによろしくお願い申し上げ
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ます。 

 

 

 議案第５号 平成３０年度長井市山 

 形鉄道運営助成事業特別会計予算 

 

 

○五十嵐智洋委員長 次に、議案第５号 平成30

年度長井市山形鉄道運営助成事業特別会計予算

の１件について。 

 小関浩幸地域づくり推進課長。 

○小関浩幸地域づくり推進課長 議案第５号 平

成30年度長井市山形鉄道運営助成事業特別会計

予算案の概要についてご説明申し上げます。 

 241ページをお開きください。第１条でござ

いますが、歳入歳出予算総額をそれぞれ１億

5,851万1,000円と定めるものでございます。前

年度比1,302万1,000円の減でございます。 

 次に、事項別明細書によりご説明申し上げま

す。 

 244ページをお開きください。歳入でござい

ます。１款１項１目山形鉄道運営助成費負担金

でございますが、6,157万2,000円で、これは県

及び沿線自治体の財政支援に基づくもので、山

形県、南陽市、白鷹町、川西町からの負担金を

見込んだものでございます。前年度と同額とな

っております。 

 ２款１項１目利子及び配当金でございますが、

基金運用による利子といたしまして５万円を見

込んでおります。 

 ３款１項１目一般会計繰入金でございますが、

長井市の山形鉄道運営助成費負担分2,242万

8,000円を一般会計から繰り入れるものでござ

います。前年度と同額となっております。 

 ３款２項１目基金繰入金でございますが、山

形鉄道運営助成費といたしまして、平成30年度

の支援額7,446万1,000円を基金より繰り入れて

歳入として見込んだものでございます。前年度

比1,302万1,000円の減となっております。 

 続きまして、245ページをごらんください。

歳出でございます。１款１項山形鉄道助成費、

１目運営助成費といたしまして、7,446万1,000

円を計上いたしました。前年度比1,302万1,000

円の減となっております。この金額につきまし

ては、山形鉄道の平成28年11月に国の認定を受

けた鉄道事業再構築計画等を踏まえ、平成28年

度からの５年間の新経営改善計画による平成30

年度の県及び長井線沿線自治体の財政支援方針

に基づきまして、運営助成費を計上するもので

ございます。 

 次に、２款１項１目基金積立金でございます

が、各自治体よりの負担金6,157万2,000円、長

井市一般会計からの繰入金2,242万8,000円、基

金の運用利子５万円の合計8,405万円を基金条

例によりまして基金より積み立てるものでござ

います。 

 以上が平成30年度山形鉄道運営助成事業特別

会計予算の概要でございます。よろしくご審査

賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 議案第７号 平成３０年度長井市訪 

 問看護事業特別会計予算 

 

 

○五十嵐智洋委員長 次に、議案第７号 平成30

年度長井市訪問看護事業特別会計予算の１件に

ついて。 

 手塚慶一健康課長。 

○手塚慶一健康課長 議案第７号 平成30年度長

井市訪問看護事業特別会計予算の概要について

ご説明申し上げます。 

 予算書265ページをお開きください。第１条

の歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ前

年度対比22万2,000円、0.6％増の3,482万1,000

円といたすものでございます。 
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 それでは、事項別明細書によりご説明申し上

げますので、268ページをお開き願います。 

 歳入でございますが、１款１項療養費交付金、

１目訪問看護費交付金につきましては、前年度

対比105万4,000円増の1,651万9,000円を計上い

たすものでございます。車両の増車等により、

前年度対比180回増の延べ1,980回の訪問看護を

見込んだものでございます。 

 ２款１項１目利用料につきましては、訪問看

護費交付金と同様の理由により、前年度対比12

万1,000円増の183万9,000円を計上いたすもの

でございます。 

 ３款繰入金、１項１目一般会計繰入金としま

して、前年度対比95万3,000円減の1,636万

2,000円を計上いたすものでございます。 

 ４款１項１目繰越金といたしまして、前年度

同額の10万円を計上してございます。 

 269ページをごらんいただきたいと存じます。

５款諸収入、１項１目雑入は、存目計上でござ

います。 

 続きまして、歳出についてご説明申し上げま

す。270ページをごらんください。１款１項事

業費、１目訪問看護事業費は、前年度対比22万

2,000円増の3,482万1,000円を計上いたすもの

でございます。 

 事業費の内訳でございますが、２節から４節

までは職員２名分の人件費及び定時補助職員の

共済費でございます。７節賃金389万6,000円に

つきましては、定時補助職員として准看護師１

名、パート看護師２名分の計上でございます。

８節の報償費９万2,000円につきましては、訪

問看護ステーション運営協議会委員報償費でご

ざいます。９節につきましては、普通旅費でご

ざいます。11節需用費につきましては、訪問看

護時に使用します公用車の燃料費、印刷製本費、

光熱水費、修繕費、医薬材料費、消耗品及び食

糧費でございます。12節役務費につきましては、

電話料、保険料、郵便料、検査手数料などでご

ざいます。14節使用料及び賃借料は、前年度対

比36万円増の134万6,000円を計上いたすもので

ございます。内訳は、訪問看護車両を１台ふや

し、24時間対応や緊急訪問に対応するため４台

分のリース料を計上いたすものでございます。

15節工事請負費は４万9,000円で、事務室の防

火用カーテンの設置工事でございます。18節備

品購入費は６万2,000円を計上いたすものでご

ざいます。小児用パルスオキシメーターと携帯

電話の機種変更として、長井市西置賜郡医師会

の多目的連携システム等の活用をするための備

品でございます。19節負担金補助及び交付金は、

前年度対比13万7,000円増の956万3,000円を計

上いたすもので、内訳でございますが、看護師

を派遣いただきます置賜広域病院企業団に支払

う訪問看護ステーション運営業務負担金、山形

県訪問看護ステーション連絡協議会年会費及び

諸会議負担金でございます。 

 以上、平成30年度長井市訪問看護事業特別会

計予算の概要でございます。よろしくご審査賜

りますようお願い申し上げます。 

 

 

 議案第８号 平成３０年度長井市介 

 護保険特別会計予算 

 

 

○五十嵐智洋委員長 次に、議案第８号 平成30

年度長井市介護保険特別会計予算の１件につい

て。 

 髙橋正典福祉あんしん課長。 

○髙橋正典福祉あんしん課長 議案第８号 平成

30年度長井市介護保険特別会計予算の概要につ

いてご説明申し上げます。 

 予算書の277ページをお開きください。第１

条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ

32億1,656万4,000円と定めるもので、前年度対

比7,039万7,000円、2.2％の増でございます。 
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 以下、事項別明細書によりご説明申し上げま

すので、283ページをお開きください。 

 初めに、歳入でございますが、１款介護保険

料は、第１号被保険者の保険料で前年度対比

4,573万8,000円、7.6％増の６億4,916万5,000

円でございます。収納率は、１節現年度分特別

徴収保険料で100％、２節現年度分普通徴収保

険料で93.02％を見込んでおります。 

 ２款使用料及び手数料は、介護保険料督促手

数料で前年度同額の７万円でございます。 

 ３款国庫支出金、１項国庫負担金は、保険給

付費に対する法定負担金で１項介護保険給付費

負担金は前年度対比1,360万6,000円、2.6％増

の５億3,175万5,000円、284ページをお開きく

ださい。２項国庫補助金は、１目調整交付金２

億1,685万8,000円と２目地域支援事業交付金

5,258万5,000円で、合計は前年度対比マイナス

162万8,000円、0.6％減の２億6,944万3,000円

でございます。 

 ４款１項支払基金交付金は、保険給付費に対

する第２号被保険者の法定負担分で、１目介護

給付費交付金８億125万1,000円と、２目地域支

援事業支援交付金3,526万5,000円で、合計は前

年度対比マイナス1,077万円、1.3％減の８億

3,651万6,000円でございます。 

 ５款県支出金、１項県負担金は、保険給付費

に対する法定負担分で前年度対比1,039万8,000

円、2.5％増の４億3,271万4,000円でございま

す。285ページをお開きください。２項県補助

金は、地域支援事業交付金で前年度対比マイナ

ス30万6,000円、1.0％減の2,944万2,000円でご

ざいます。 

 ６款財産収入、１項財産運用収入は、介護給

付費準備基金利子で36万5,000円でございます。 

 ７款繰入金、１項一般会計繰入金は、保険給

付費に対する市の法定負担分で、１目介護給付

費繰入金は３億7,094万9,000円、２目地域支援

事業繰入金は2,944万2,000円、３目その他一般

会計繰入金は3,079万4,000円。286ページをお

開きください、４目低所得者保険料軽減繰入金

は361万1,000円で、合計は前年度対比890万円、

2.1％増の４億3,479万6,000円でございます。

２項基金繰入金は、介護給付費準備基金繰入金

で前年度対比505万8,000円、29.7％増の2,206

万円でございます。 

 ８款繰越金は存目計上でございます。 

 ９款諸収入、１項延滞金・加算金及び過料は

存目計上でございます。２項雑入は地域支援事

業利用者負担金などで、前年度対比マイナス78

万5,000円、7.1％減の1,023万6,000円を計上い

たすものでございます。 

 次に、歳出についてご説明申し上げますので、

288ページをお開きください。１款総務費、１

項総務管理費は、前年度対比61万9,000円、

9.8％増の693万5,000円でございます。２項徴

収費は、保険料賦課徴収経費で前年度対比12万

4,000円、9.9％増の137万8,000円でございます。

289ページをお開きください。３項介護認定審

査会費は、１目介護認定審査会費、２目認定調

査等費、３目主治医意見書費で、290ページを

お開きください、合計は、前年度対比マイナス

42万2,000円、1.9％減の2,209万6,000円でござ

います。４項趣旨普及費は21万4,000円で、５

項高齢者福祉推進会議費は24万1,000円でござ

います。 

 291ページをお開きください。２款保険給付

費、１項介護サービス等諸費は要介護認定者に

対する保険給付費で、前年度対比8,303万2,000

円、3.1％増の27億3,604万4,000円でございま

す。２項介護予防サービス等諸費は要支援認定

者に対する保険給付費で、前年度対比マイナス

45万6,000円、0.8％減の5,325万4,000円でござ

います。 

 292ページをお開きください。３項その他諸

費は、国保連合会に支払う審査手数料で266万

7,000円でございます。４項高額介護サービス
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等費は、前年度対比マイナス247万2,000円、

5.0％減の4,662万8,000円でございます。５項

高額医療合算介護サービス等費は、医療と介護

に係る自己負担をそれぞれ合算し、限度額を超

えた分のうち、介護保険に係る部分の給付費で、

前年度対比マイナス660万1,000円、48.5％減の

700万でございます。 

 293ページをお開きください。６項市町村特

別給付費は、短期入所サービスを受けられない

方への市独自の負担で、前年度同額の10万円で

ございます。７項特定入所者介護サービス等費

は、食費、住居費の低所得者に対する軽減分の

給付で、前年度対比40万6,000円、0.3％増の１

億2,200万円でございます。 

 ３款地域支援事業費、１項介護予防・生活支

援サービス事業費、１目サービス事業費は

7,685万2,000円。294ページをお開きください。

２目介護予防ケアマネジメント事業費は580万

9,000円で、295ページをお開きください、合計

は、前年度対比マイナス1,452万5,000円、

14.9％減の8,266万1,000円でございます。２項

一般介護予防事業費は、一般の高齢者を対象に

したサロン事業委託料やミニデイサービス事業

委託料などで、296ページをお開きください、

前年度対比905万7,000円、20.9％増の5,248万

8,000円でございます。３項包括的支援事業・

任意事業費は、１目総合相談事業費は1,930万

2,000円で、297ページをお開きください、２目

権利擁護事業費は1,182万7,000円で、３目包括

的・継続的ケアマネジメント事業費は1,165万

7,000円で、298ページをお開きください、４目

任意事業費は1,275万5,000円で、５目在宅医

療・介護連携推進事業費は212万8,000円、６目

生活支援体制整備事業費は206万5,000円で、

299ページをお開きください。７目認知症総合

支援事業費は1,131万1,000円で、300ページを

お開きください、８目地域ケア会議推進事業費

は96万6,000円で、３項合計は前年度対比176万

1,000円、2.5％増の7,201万1,000円でございま

す。４項その他諸費については、審査支払手数

料で18万1,000円でございます。 

 ４款基金積立金は、介護給付費準備基金積立

金で36万5,000円でございます。 

 301ページをお開きください。５款諸支出金

は、第１号被保険者保険料還付金などで、前年

度同額の30万1,000円でございます。６款予備

費は、前年度同額の1,000万円でございます。 

 以上、平成30年度長井市介護保険特別会計予

算の概要についてご説明申し上げました。よろ

しくご審査のほどお願い申し上げます。 

 

 

 議案第１１号 平成３０年度長井市 

 宅地開発事業特別会計予算 

 

 

○五十嵐智洋委員長 次に、議案第11号 平成30

年度長井市宅地開発事業特別会計予算の１件に

ついて。 

 多田茂之建設課長。 

○多田茂之建設課長 それでは、議案第11号 平

成30年度長井市宅地開発事業特別会計予算の概

要についてご説明をいたします。 

 341ページをごらんください。歳入歳出予算

の総額は、歳入歳出それぞれ前年度対比3,919

万1,000円増の4,459万8,000円といたすものご

ざいます。 

 続きまして、事項別明細書にてご説明いたし

ますので、344ページをお開き願います。歳入

でございますが、１款事業収入、１項１目宅地

売払収入につきましては4,379万1,000円を計上

し、２款財産収入、１項１目利子及び配当金に

つきましては前年同様1,000円を、３款繰入金、

１項１目宅地開発基金繰入金につきましても前

年同様80万6,000円をそれぞれ計上するもので

ございます。 
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 続きまして、歳出についてご説明をいたしま

す。345ページをごらん願います。１款宅地開

発事業費、１項１目宅地開発総務管理費では、

宅地開発総務管理費行政事務経費に報償費30万

6,000円、修繕料50万円、手数料275万8,000円、

委託料348万6,000円、工事請負費30万円、宅地

開発基金積立金1,469万2,000円、一般会計繰出

金2,245万2,000円を計上し、１項宅地開発総務

管理費を前年度対比4,368万7,000円増の4,449

万4,000円といたすものでございます。 

 続きまして、346ページをごらんください。

２款１項２目利子では償還金利子10万4,000円

を計上し、１項公債費を10万4,000円といたす

ものでございます。 

 以上、平成30年度長井市宅地開発事業特別会

計予算の概要でございます。よろしくご審査賜

りますよう、お願い申し上げます。 

 

 

 議案第１２号 平成３０年度長井市 

 水道事業会計予算 

 

 

○五十嵐智洋委員長 次に、議案第12号 平成30

年度長井市水道事業会計予算の１件について。 

 鈴木嗣郎上下水道課長。 

○鈴木嗣郎上下水道課長 議案第12号 平成30年

度長井市水道事業会計予算についてご説明申し

上げます。 

 349ページをごらんください。第２条、業務

の予定量につきましては、予算編成時における

状況から、給水戸数を１万150戸、年間総給水

量を給水戸数の増加に給水人口の減少を加味し

て310万立米と推計いたしました。主要な建設

事業といたしましては、配水施設整備費で１億

525万円、資産購入費で１億3,202万円を予定し

ております。 

 第３条、収益的収入及び支出のうち収入につ

きましては、１款１項営業収益６億5,377万

1,000円、２項営業外収益5,037万1,000円、こ

れに３項特別利益を加えた１款水道事業収益の

合計を前年度対比329万2,000円減の７億415万

2,000円といたしました。支出につきましては、

１款１項営業費用５億1,450万5,000円、２項営

業外費用１億950万1,000円、３項特別損失を加

えた１款水道事業費用合計で、前年度対比

1,821万3,000円減の６億2,570万6,000円といた

しました。収支差し引きいたしますと7,844万

6,000円の利益を見込んだ予算となってござい

ます。 

 350ページへお進みください。第４条資本的

収入及び支出のうち収入につきましては、１款

１項の企業債１億5,000万円と２項分担金及び

負担金を合わせ、１款資本的収入の合計を前年

度対比１億2,300万円増の１億5,300万円といた

しました。支出につきましては、１款１項建設

改良費２億5,675万8,000円、２項企業債償還金

２億6,531万2,000円、１款資本的支出の合計は、

前年度対比１億8,370万8,000円増の５億2,207

万円といたしたところでございます。資本的収

支の不足見込み額は３億6,907万円となるわけ

でございますが、これにつきましては、当年度

分消費税及び地方消費税、資本的収支調整額と

過年度分及び当年度分の損益勘定留保資金をも

って補填する予定としてございます。 

 第５条、企業債から第９条、たな卸資産購入

限度額までにつきましては、それぞれ条文及び

表のとおり定めるものでございます。 

 357ページまでお進みいただきたいと思いま

す。平成30年度のキャッシュフロー計算書でご

ざいます。こちらは税抜きで表示してございま

す。業務活動によって資金が期首から３億447

万4,000円増加いたしまして、投資活動と財務

活動におきまして期首からそれぞれ２億3,620

万円、１億1,531万2,000円減少するものと推計

し、平成30年度末の資金残高は期首から4,703
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万8,000円減少し、５億8,478万4,000円となる

ものと見込みました。 

 次に、実施計画説明書により説明申し上げま

すので、382ページまでお進みいただきたいと

思います。消費税込みの金額で表示してござい

ます。 

 まず、収益的収入及び支出でございますが、

収入、１款１項営業収益につきましては、前年

度対比111万6,000円増の６億5,377万1,000円と

いたしました。営業収益の内訳につきましては、

１目給水収益でございますが、先ほどの業務予

定量から前年度対比200万円減の６億2,600万円

と推計いたしました。２目加入金はこれまでの

実績などから613万4,000円、３目受託工事収益

は前年度同額、４目その他営業収益は前年度対

比18万7,000円増の1,863万7,000円を見込んで

おります。383ページの５目他会計繰入金は、

公共下水道事業による補償費で皆増となってお

ります。 

 ２項営業外収益では、３目長期前受金戻入益

に4,893万2,000円を計上し、２項の合計を440

万8,000円減の5,037万1,000円といたしました。 

 ３項特別利益は、１目過年度損益修正益を前

年度同額で計上してございます。 

 384ページの支出でございます。１款１項営

業費用でございますが、１目浄水及び配給水費

では、職員人件費のほか、主なものといたしま

して、上水道施設運転業務委託料を初めとする

委託料7,122万5,000円、385ページになります

が、配水施設などの修繕費3,320万円、動力費

3,553万6,000円など、１目の合計で前年度対比

231万円増の１億5,865万7,000円を計上いたし

ました。２目受託工事費は、前年度と同額を計

上しております。386ページの３目業務及び総

係費では、職員人件費のほか、387ページにな

りますが、電算事務分担金などの負担金1,347

万2,000円を見込みまして、前年度対比1,029万

2,000円増の6,658万6,000円としてございます。

４目減価償却費につきましては、前年度対比

2,133万3,000円減の２億8,103万2,000円を見込

んでおります。388ページですが、５目資産減

耗費は固定資産除却費などで、前年度対比261

万円減の722万円を見込みました。さらに、前

年度と同額を見込んだ６目その他の営業費用を

加えた１項営業費用の合計は、前年度対比

1,134万1,000円減の５億1,450万5,000円でござ

います。 

 ２項営業外費用でございますが、１目支払利

息につきましては企業債の利息などで、前年度

対比687万2,000円減の7,914万6,000円、２目雑

支出は前年度と同額、３目消費税も前年度と同

額の3,000万円を計上し、２項営業外費用の合

計を１億950万1,000円といたしました。 

 ３項特別損失、１目過年度損益修正損も、前

年度と同額と見込んでございます。 

 次に、389ページ、資本的収入及び支出につ

いてご説明申し上げます。収入でございますが、

１款１項企業債に前年度対比１億2,000万円増

の１億5,000万円を計上し、２項分担金及び負

担金の300万円は、消火栓工事の負担金でござ

いまして、皆増となっております。 

 続いて支出でございますが、１款１項建設改

良費につきましては、１目事務費に職員人件費

など、前年度対比128万5,000円減の1,948万

8,000円を計上しております。390ページをごら

んください。２目配水施設整備費には、配水管

布設に係る工事請負費9,300万円のほか、設計

及び耐震詳細診断業務の委託料1,175万円など

前年度対比4,710万円増の１億525万円を計上し、

３目資産購入費では、平山浄水場の自家発電装

置など機械・電気設備等の更新、量水器その他

の器具、備品の購入費などで、前年度対比１億

3,092万円増の１億3,202万円を計上いたしまし

た。以上、１項建設改良費の合計は、前年度対

比１億7,673万5,000円増の２億5,675万8,000円

でございます。 
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 ２項企業債償還金につきましては、前年度対

比697万3,000円増の２億6,531万2,000円を計上

いたしております。 

 以上、議案第12号 平成30年度長井市水道事

業会計予算についてご説明いたしました。ご審

査よろしくお願いいたします。 

 

 

 平成３０年度長井市各会計予算案に 

 関する総括質疑 

 

 

○五十嵐智洋委員長 概要の説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 なお、先日の一般質問を聞かれた市民から、

声が小さい、早口で聞き取りにくいという声が

ありました。質疑者、答弁者とも、はっきりわ

かりやすくお願いいたします。 

 ここで、総括質疑の発言通告がありますので、

順次ご指名いたします。 

 

 

 宇津木正紀委員の総括質疑 

 

 

○五十嵐智洋委員長 順位１番、議席番号１番、

宇津木正紀委員。 

○１番 宇津木正紀委員 おはようございます。

長井創生の宇津木正紀です。 

 それでは、活力と生きがいのある長井市にな

ることを願い、以下の２項目について質疑いた

します。簡潔で明瞭な答弁をよろしくお願いい

たします。 

 ただいま委員長からお話のありました早口と

いうのは私のことではないかということで、き

ょうはゆっくりと市民の方にわかりやすいよう

に丁寧な質疑をしたいと思います。深く反省し

ております。 

 まず１番目が、道の駅川のみなと長井（観光

交流センター）周辺整備についてお伺いします。 

 道の駅川のみなと長井は、昨年の４月21日の

オープン以来、関係者のご努力により順調にお

客さんに来ていただき、これまでの入場者が２

月末で約47万人、３月末には50万人に届きそう

だと伺っております。菜なポートが２店舗展開

となり、心配されましたが、目標に近い売り上

げ実績と聞いております。２年目はさらに入場

者と売り上げがふえることを願い、道の駅周辺

整備について伺います。 

 （１）最上川河川緑地公園整備について伺い

ます。 

 ８款４項３目公園費、004最上川河川緑地公

園整備事業、この公園工事費4,052万3,000円に

ついて伺います。 

 このたびの河川緑地公園整備工事は駐車場と

搬路の整備で、駐車場は45メートル掛ける130

メートル、209台駐車可、搬路はタスビルの北

側から堤防を越えて、堤防沿いに駐車場までと

聞いております。駐車場はアスファルト舗装で

整備するのでしょうか。また、道の駅川のみな

と長井まで歩いて行ける道はあるのでしょうか。

建設参事に伺います。 

○五十嵐智洋委員長 青木邦博建設参事。 

○青木邦博建設参事 お答えいたします。 

 新年度の最上川河川緑地公園整備工事では、

総面積２万6,300平方メートルのうち5,500平米

の駐車場の整備、駐車台数につきましては209

台になりますが、それと市道から堤防を越えて

駐車場までの搬路の整備、延長が250メーター

を予定しており、駐車場及び搬路ともアスファ

ルト舗装で施工いたします。 

 また、道の駅まで行ける道につきましては、

敷地が全て完成した暁には、堤防の下に場内通

路を、幅員が４メートル、延長が360メートル

を設けまして、最も北側の現在の搬路から堤防

に出られる道を設けますが、北側の広場から道


